
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF OSAKA TOSABORI 

OSAKA Y.M.C.A. CROSS CULTURAL CENTER 
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ボランティアとして心に寄り添う 
 小畠 英恵 

3 年前の 3 月 11 日東日本大震災が起こり、直前まで堺
YMCAで共に働いていた池田勝一さんが宮古ボランティアセ
ンター所長になったということもあり、6 月に宮古に出向
いた。宮古ボランティアセンターでは、日替わり、週替わ
りで様々な人々がボランティアとして活動していた。3 日
もいればベテラン扱い。その中の私は一人となった。 
避難所で寝泊まりしている 83 歳の中村さんの依頼を受

けた。２ヶ月間、「困っていること、手伝えることないです
か？」ときいても、「ありがとう大丈夫」といっていた中村
さんが、いよいよ家を壊さなければないと知り、初めて家
の荷物の整理をしたいと申し出てくださったのだ。ボラン
ティアチームでお家に伺うと、家全体が海水をかぶり、す
べてが、ふやけていた。もちろん畳もドロドロだった。中
村さんにとって、大切なお家。チームで、敬意を表し、ち
ゃんと靴を脱いで作業をしようと決めた。中村さんは、当
たり前のように靴を脱いで家に上がった。作業中は、中村
さんが必要か必要じゃないかということが大切。どんなも
のでも一つひとつ丁寧に確認。新品の布地がたくさん押入
れから出てきた。中村さんは、「あー僕の母が使っていたも
のだな。もういらないよ」。 
大きなふやけた段ボールがあった。「あれは何ですか？」

と聞くと「弁護士のいとこから60年前に預かった裁判の記
録だよ。保管しておいてくれと言われたから捨てられない
なあ。もう、いとこも随分前に死んだけどね。」人からの預
かりものなので大切にとっておく。 
ガツンと頭を殴られた気がした。 
一つ間違えば、効率よく、何もかもいっしょくたに捨て

去られる。効率ばかり考えて物事をすすめてしまう危うさ
を感じる。どんな時も人の心に寄り添うということを忘れ
てはならないと心に刻んだ。 
 
 
 

To acknowledge the duty that accompanies every right 

 

 
 

日時：２０１４年３月１８日（火）18：30～20：20 

会場：土佐堀ＹＭＣＡ９０２号室 

司会：水口美里メン 

担当：Ｃ班（岡野、北村、小坂井、小森、林、水口） 

１．開会宣言・点鐘           岩 田 晋 会 長 

２．ワイズソング            一 同 

３．ゲスト紹介             司 会 者 

４．聖句朗読・メッセージ       福 永 勝 メ ン 

５．食前感謝             福 永 勝 メ ン 

６．晩餐と歓談            一 同 

７．ゲストスピーカー：朗読：馬場 精子さん（朗読家） 

 『没後三十年、今も人々の心を打ち続ける詩 

 -瞬きの詩人・水野源三の世界- 』 

８．ファンドオークション       岡野泰和メン 

 ＊使用済み切手・ﾌｧﾝﾄﾞｵｰｸｼｮﾝの品をお持ちください。 

９．ＹＭＣＡニュース            小路清一連絡主事 

10. インフォメーション               岩原義則書記 

11. 誕生日・結婚記念日          岩 田 晋 会 長 

12. ニコニコ              司 会 者 

13. ＹＭＣＡの歌           一 同 

14. 閉会宣言・点鐘           岩 田 晋 会 長 

 

例会プログラム ３月 

３月の強調テーマ 〈 EF・JWF 〉 
クラブやあなたのアニバーサリーの思い出・気持ちを献金にこめて 

ワイズダム発展に協力しまよう。 

長壽和子ファンド事業主任（岡山） 

●ク ラ ブ（主 題） “ Dare To Try, Dare To Change! ” 

                   「動けば変わる、何かが変わる！」                     岩田 晋 会長 

●国 際（主 題） “ Go Ye Into All The World ” 

「全ての世界に出て行こう」               Poul V. Thomsen（デンマーク） 

●ア ジ ア（主 題） “ Start Future Now ” 

            「未来をはじめよう、今すぐに」                 岡野 泰和（大阪土佐堀） 

●西日本区（主 題） “ Attend club meetings with a clear motive to make the most of them.” 

            「志をもって例会に参加し、学びの機会をもちましょう」    高瀬 稔彦（岩国みなみ) 

●中 西 部（主 題） 「ワイズの価値を見直そう」  

ワイズは何をするところ？「見える化」「わかる化」「いかす化」   塚 理（大阪茨木） 

求めなさい、そうすれば、あたえられる。 探しなさい、そうすれば、見つけられる。 

門を叩きなさい、そうすれば、開かれる。               マタイによる福音書 第7章7節 

 

 

主 題 

聖 句 



 

  例会報告 

丹吾 礼 

 2月 15日 17時から、大阪セントラルクラブと共に合同例
会が行われました。 大阪YMCAで日本語を学ぶ留学生との交
流がメインプログラムです。 各テーブルに留学生、セント
ラルクラブ、土佐堀クラブメンバーが混ざって座り、留学生
のみなさんがどのような思いで日本語を学び、日本で過ごし
ているか、また悩みごとなどをお菓子を囲みながら、お食事
を頂きながら懇親のひと時を持ちました。 写真でご覧いた
だくように、それぞれのテーブルで盛り上がっていました。
最後はセントラルクラブメンバーによるオークションで、合
同例会ならではの楽しい時間を過ごしました。 
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役員会報告 

岩原 義則 

日 時：2014年2月21日（金）18：30～21：00 
場 所：奥田事務所 
出席者：岩田会長、奥田、小畠、工藤、小路、只野、丹吾、

永井、灰谷、福島、牧口、水口 
 
報告事項 
１．２月例会 大阪セントラルクラブと合同例会 
［2月15日（土）17:00〜19:00  大阪YMCA会館403号］ 
担当：Ｂ班（小畠、岩原、坂本、小路、永井、福永） 
内容：YMCA日本語学校留学生との交流 
出席者：メンバー13名、メネット2名、ゲスト3名、 
ビジター2名、メーキャップ4名、出席率17/21＝81.0% 
セントラルクラブ8名、ゲスト2名、留学生16名、 
例会合計46名、ニコニコ:11,535円/86,637円 
・トスファンド:2,790円/85,890円 

２．アジアユースコンボケーション報告会  
［1月25日（土）13:00～15:30 ホテルクライトン新大阪］ 
岡野メンが挨拶、土佐堀クラブは6名出席 

３．65周年記念事業委員会 第2回打合せ会議 
［1月28日（火）18:30～21:00 大阪YMCA会館604号］ 
４．土佐堀YMCAクリスマス献金2014年2月末まで実施中 
 当初目標額240万円は達成の模様。 
 
協議事項 
１．３月例会 
［3月18日（火）18:30〜20:20  大阪YMCA会館902号］ 
担当：Ｃ班（岡野、北村、小坂井、小森、林、水口） 
内容：ゲストスピーカー 馬場 精子さん（朗読家） 

 『没後三十年、今も人々の心を打ち続ける詩 
 -瞬きの詩人・水野源三の世界- 』 

２．坂本松男メン 功労会員推薦の件 
 
今後の行事等 
１．チャリティボウリング大会 
［2月22日（土）17:45～ 桜橋ボウル］ 
２．2014-2015西日本区事業主査・会長研修 
［3月8-9日（土･日）新大阪チサンホテル］ 
３．65周年記念事業委員会 第3回打合せ会議 
［3月11日（火）18:30～21:00 大阪YMCA会館6階］ 
４．３月第二例会（役員会、ブリテン委員会） 
［3月25日（火）18:30～21:00 奥田事務所］ 
５．大阪セントラルクラブ20周年記念例会 
［3月15日（土）16:30～18:30 大阪YMCA会館10F ﾁｬﾍﾟﾙ］ 
６．第6回センテニアル寄席 桂吉弥他 会費2,000円/人 
［3月15日（土）14:00～ 大阪YMCA会館 桂吉弥 他］ 
７．元大阪ＹＭＣＡ総主事田中穣二氏を偲ぶ会 会費なし 
［3月21日（金・祝）14:00～16:00 大阪YMCA会館10F］ 
８．京都キャピタルクラブ30周年記念 会費10,000円 
［4月5日（土）17:00～20:30 ｳｪｽﾃｨﾝ都ﾎﾃﾙ京都］ 
９．大阪ＹＭＣＡインターナショナルフェスティバル 
［5月17日（土）11:00～ 中津OYIS］ 
10．韓国地域済州区大会 済州市 
［5月24日（土） IBC三多クラブ 金鐘徳メン総裁就任］ 
11．アメリカ地域ハワイ区大会  
［5月30日-6月1日（金～日） ハワイ島 キラウエア］ 
12．第17回東日本区大会 
［6月7日（土）浅草公会堂・浅草ﾋﾞｭｰﾎﾃﾙ（一日開催）］ 
13．第17回西日本区大会 
［6月14-15日（土･日）山口県岩国市「ｼﾝﾌｫﾆｱいわくに」］ 
14．大阪なかのしまクラブ・ﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄ 会費2,000円 
［6月21日（土）14:00～ 日本基督教団･東梅田教会］ 
 

２ 月 

 

  

 

 

大住畑通信 （小森三省記） 
2月9日（日）前日の京田辺付近の大雪後の残雪を見ながら
只野メンと共に大住に行ってきました。タマネギの成長を確
認。小さいながらすくすくと真っ直ぐ成長しています。前日
の雪で水張りはなく、少しの雑草を取る。近隣の農作業の皆
様からキャベツが大きくなっているから収穫しなさいと言
われ、只野メンと大きいのを2個収穫する。2月のセントラ
ルクラブとの合同例会でファンドします。また肥料の蒔き方
も教えてもらい、2月肥料蒔きは完了しました。 

大阪なかのしまクラブオープン例会 
2月 15日、13時 30分から大阪 YMCA10階チャペルでなか

のしまクラブのオープン例会が開催されました。多くの参加
者で会場も熱気にあふれていて、土佐堀クラブからもたくさ
ん参加しました。 メインプログラムは元国際会長の東京江
東クラブの藤井寛敏さんの「国際はいま」というテーマの講
演でした。 ワイズメンズクラブで進められている「ロール
バックマラリア」の話題では、「国連ミレニアム宣言」があ
り、国連の下で国際赤十字社等の50以上の 団体と共に運動
していることや、国連事務総長の「未来に投資をし、マラリ
アを撲滅しよう」とのメッセージが紹介されました。また、
ロールバックマラリア運動 はワイズのミッションに対応し
た人道支援活動であるとも述べられました。募金活動は2014
年3月までです。国際協会がロールバックマラリアのパワー
ポイン トを作成され、ホームページで見られますので英語
ですがご覧ください。  
その他国際ワイズの現状や課題・取り組みを、国際会長を

した経験からお話しされ、また、停滞化・高齢化の課題にも
触れられていました。またこれら の活動は国連や国際赤十
字とともに活動することで社会に認知されやすく、EMCに有
効な手段であり、地域サービスの両輪になるのではと問題提
起されました。       （丹吾礼記）（写真はpage4） 

 



 

International 
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シリーズ「私と海外」⑧（会員リレーエッセイ） 

交流 

北村 詔四 

私が30才の時に今の城東区で開業（歯科）をした時に、
大阪土佐堀クラブに入会をし、その当時会員数が60名をこ
える大きなクラブでした。 
 35才の時に韓国のソウルで国際大会が開催されたときに
夫婦で参加をしました。この時の国際会長には熱海の一望
館の館長の竹内敏郎さんだったと思います。その時のプロ
グラム中に、参加者の女性に韓国のチマチョゴリを着てス
テージに出場するという計画があり妻が選出されて出場し
たという経験がありました。 
参加者の中にＩＢＣクラブ 

のハワイヒロクラブべン井上 
、ミルトン箱田、台北セント 
ラルクラブのグローリー、 
またサンディエゴで花屋をし 
ていたベン井上の友達さんと 
でトライアングル（三角形） 
（大阪土佐堀クラブ、ＩＣＢ 
クラブ、台北セントラルクラ 
ブ）またクォードラングル（四角形）の締結をしました。 
 国際大会参加を機に太田ハンバットクラブ訪問を計画を
して、ソウルより特急セマウル号にて太田まで行き、ＩＢ
Ｃナイトの会議をしました。 
 今はまた済州島の三多クラブと今村さんと灰谷さん、辛
さんの協力でＩＢＣ締結をして、その後３、４回訪問をし
ています。一番の思い出は辛さんの所属する教会で、日曜
礼拝に参加して、教会で初めて讃美歌を歌いました。その
後、韓国語の話せる岩田さんの入会で韓国とのクラブとの
交流が頻繁になっています。 
 香港にはアジア大会が開催された時に夫婦で参加しまし
た。この時にＩＢＣナイトの交流で香港ビクトリアクラブ
との交流をしました。 
 

YMCA世界同盟 

World Challenge 2014 
 

世界の若者を支援するためYMCA世界同盟は2014年6月6日を「ワール

ド・チャレンジ・デイ 2014」と定め、世界中の YMCAにイベントやプロ

グラムを開催することを推奨しています。若者を支援することを目的と

した YMCA の取り組みを世界中にアピールするため、同じ日に世界のあ

ちこちで若者支援の声をあげようとするものです。世界中で困難な状況

にある若者たちを支えること、彼らの声を真摯に聞くこと、常に励ます

こと、そして彼らの歩みを見守ることを通じて少しでも彼らを力づける

こと目指しています。ワイズメンズクラブではチェンジ・エージェント

支援を通じて YMCA とともに、未来を担う強いリーダーを育成すること

を目指しています。“Solidarity”「強い団結」を合言葉に世界の仲間

とつながりましょう。今こそユースのために立ち上がろう！ 

詳しくはYMCA世界同盟ウェブサイトをご参照ください。 

http://challenge.ymca.int  

 去年の10月に香港ビクトリアクラブのメンバーのチョウ・
ウィンピンさんとリーさんの 2 名が来阪して会食をしたり、
クラブ例会にも参加してもらいました。 
台北セントラルクラブとの交流は締結式に夫婦で出席した

り、台湾区大会に参加したり、宝塚クラブのＩＢＣ締結式の
時に参加したり、もう５、６回は台湾には行っています。 

 
 ハワイのヒロクラブとの交流は、アメリカ区大会がコナで
あった時、北村夫婦、川久保夫婦、江指夫婦、子供も参加し
て、楽しい時をすごし、後に２回目のアメリカ区大会がコナ
のカメハメハホテルであった時にも夫婦で参加して、この時
にはハワイの郷土料理のタロイモと豚の蒸し焼き料理を食べ
ました。この時には、92 才になってヒロクラブメンバーの金
森さんの元気な姿がありました。 
 また、私の長女の結婚式をベン井上夫妻がヒロクラブのメ
ンバーのお世話でヒロで開催しました。 
 この時に岡野さん家族、今村夫婦、小森さん、北村夫婦で
も参加しました。 
 この様にＩＢＣクラブとの交流を20回以上しました。クラ
ブメンバーの方々も機会があるごとに交流を楽しんでもらい
たいと思います。 

 

 

http://challenge.ymca.int/


 
 

２月例会出席者数 
メンバー   13 名 

メネット    2 名 

コメット    0 名 

ビ ジ ター     2 名 

ゲ ス ト      3 名 

出席者合計   20 名 

２月例会出席率 
会員例会出席者 13 名 

メーキャップ  4 名 

合  計   17 名 

現会員数   23 名 

出席率対象数 21 名 

出 席 率    81.0％ 

Ｂ Ｆ 
切 手    0 pt 

現 金    0 pt 

 

 

                  

今期合計    0pt 

ニコニコ 
2月分    11,535円 

 

 

 

 

今期合計 86,637 円 

TOSファンド 
2 月分       2,790 円 

今期累計  85,890 円 

 

 

 

残高合計  1,251,844円 
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■表現・コミュニケーション学科卒業講演 
日時： ３月 １日（土）１４：００～１６：００ 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館 ２ホール 
第一部：14:00～ 1年生マダン劇（韓国の伝統大衆劇） 
第二部：14:30～ 3年生卒業講演 

 
■第２５１回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 
日時： ３月１４日（金） ７：３０～ ８：３０ 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館 １０Ｆチャペル 

証し：牟 大盛さん（大阪ワイズメンズクラブ会員 

             ・関西韓国ＹＭＣＡ理事） 
 
＊クリスマス献金は、2月末で締切らせて頂きました。 

皆様の多大なご協力に心より感謝申し上げます。 
 
 

ＹＭＣＡニュース 

＜今月の題字写真＞ スイセン 学名でもある英名「ナルシサ

ス」はギリシャ神話の美少年の名前で、泉に映った自分の姿に恋

をして毎日見つめ続けたら いつのまにか１本の花になってしま

った。 ”ナルシスト”の名はここからくる。（撮影：奥田時夫） 

10日 小坂井 義文 

 

▽ ３月の予定 

▽ ４月の予定 

▽ ３月のお誕生日 

15日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 
22日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
22日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 
 

11日(火)65周年記念事業委員会(18:30～)  土佐堀YMCA6F 
18日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 
25日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
25日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 
 

▽ ３月の結婚記念日 

3日 岩原 義則・千夏 

 

大阪なかのしまクラブオープン例会の様子 

  

 

 
３月例会ゲストスピーカー 馬場 精子さん（朗読家） 

2012 年文部科学省後援・日本朗読検定協会主催『第四回青
空文庫朗読コンテスト』金賞を受賞され、益々ご活躍の馬

場精子さんをお招きし音楽と共に美しく情緒豊な朗読を楽
しみます。 

アジアユースコンボケーション 
西日本区報告会 

 1月25日（土）にホテルクライトン新大阪にて2013年ア
ジアユースコンボケーション西日本区報告会が開催されま
した。今回このような大きな報告会は初の試みだったそうで
すが、参加された方それぞれの体験したこと、感じたことな
どを生の声で聞けたことはとても有意義な時間だったよう
に思えました。なにより、今回は広島YMCAの職員でもあり
ます沖麻実さんがAYR（地域ユース代表）に選ばれたことが
とても大きかったように感じました。 

  
報告会は「アジアユースコンボケーションとは」「AYCプ

ログラムの紹介」「AP NIGHT」「ユース代表スピーチ」「総
評」「今年度のユースコンボケーションについて」「閉会の
挨拶」のようなラインナップで行われました。中でも「AP 
NIGHT」は映像と合わせて参加メンバーの方々が実際にダン
スを披露し、会場の皆さんを巻き込んでその当時の雰囲気を
実際に再現したことがとても素晴らしく思いました。 

 

私自身も土佐堀ワイズから6年程前にタイへ行くユースコ
ンボケーションに参加したこともあってとても懐かしく感
じ、またその当時のことを思い出しました。中でも、今回参
加された方の中に以前一緒にタイへ行った方がいらっしゃ
ってとても懐かしく、このような再会があるのがYMCAなら
ではですよね、とお話ししました。 
準備される方々は大変ですが、次回もこのような報告会が

あることを期待しています。       （只野未来記） 
 


